
 出雲敏太郎 

質問の件名及び質問の要旨(質問時間) 答弁を求める者 

１ 「いじめ」発生時における学校・教育委員会の対応について

（40 分） 

 

本年 7月に、岩手県矢巾町において中学 2年生の男子生徒が「い

じめ」を訴え自殺するという痛ましい事件が発生しました。ご冥

福をお祈り申し上げます。 
 

報道等によると、この事件では当該生徒が、いじめを受けてい

る旨の相談を担任にしたものの、適切な対応がなされなかったこ

とや、いじめ解消にむけて組織的に対処がなされなかった等の問

題点が指摘されております。 
 

一方、当市においては、平成 26 年 3 月に「いじめ」を原因とし

た飛び降り事件が発生しました。その後、紆余曲折を経て第三者

機関である「鶴ヶ島市いじめ問題調査審議会」が設置され、学校・

教育委員会の対応の是非等について答申がなされました。これに

より一定程度けじめがついたと理解しております。また、市議会

として「子どもたちの心豊かで健やかな成長を願う決議」も行い

ました。 
 

決議にもあるように、いじめを根絶するためには、いじめを絶

対に許さないという強い信念の下に学校、教育委員会、市のみな

らず、保護者をはじめとした関係者が連携し、地域社会一体とな

って取り組む必要があると思われます。 
 
この様な事件を経験したわが市において、今後、いじめ問題に

ついては当然、適切な対応がなされるべきであると思われ、以下

質問いたします。 

 

（１） いじめの定義についてお示しください。 

（２） 市内小中学校における、いじめの認知件数はどうなってお

りますか。 

（３） いじめ未然防止の取組はどうなっておりますか。 

（４） いじめが発覚した場合、担任教師の評価はどうなるのです

か。 

（５） いじめ発生時における学校及び教育委員会の対応はどう

なっておりますか。 

（６） 深刻ないじめに対する対応はどうなっておりますか。 

 

市長 

教育委員会委員長 
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２ 自転車の交通安全対策について（20 分） 

 

自転車は、通勤や通学など日常生活において非常に身近な移動

手段であり、近年エコブームやレジャーの多様化、健康維持の観

点からなど、その利用者は増加傾向にあるとされております。 
 

その様な状況の中、交通マナー等の啓蒙活動が、自動車に比べ

徹底されていないことや、免許取得が不要であるなど利用ハード

ルが低いからか、自転車が加害者となる事故が社会問題化し、平

成 27 年 6 月 1 日より道路交通法が改正されました。 
 

この道路交通法の改正では、「信号無視」や「ブレーキ不良自転

車運転」など交通の危険を生じさせる違反を繰り返す自転車の運

転者には、安全運転を行わせるため、講習の受講が義務付けられ

ました。 
 

 また、警察庁発表の統計データによると、交通事故全体に占め

る自転車事故の件数は、近年、若干の減少傾向ではあるものの、

依然として多くの方が死亡や怪我をされる現状が続いておりま

す。 
 

自転車事故の年齢層別死者数比率をみると、60 歳以上の高齢者

の割合が７割を超えており、ここ数年、増加の兆しも見て取れま

す。 
 
この様な現状がある中で、自転車に関連した事故の加害者、被

害者が少しでも減少する事を願って以下質問をいたします。 

 

（１） 当市において自転車事故の推移はどうなっておりますか。 

（２） 本年 6 月の道路交通法の改正に関する周知はどうなって

おりますか。 

（３） 危険個所の把握はどうなっておりますか。 

（４） 自転車事故軽減のための取組をお示しください。 

市長 

教育委員会委員長 

 


